










































算の創始者である 18世紀後半のベンサム（Jeremy Bentham, 1748-1832）の時代から 1930
































 福祉ないし生活状態の数量的把握の試みの第 1 期を推算の時代と名付けたのは、統計学
および経済学の創始者の 1人であるペティ（William Petty, 1623-1687）が、統計調査を行
わずに、観察によって経験的に得た数字をもとに、生活状態を推測したからである。ペティ
は『政治算術』（初版 1690年）において、標準生活費の推定を行い、また、『アイルランド













 第 3 期の初期家計調査の時代を代表するのが、デュクペショー（Édouard Antoine 









 第 4期の大規模な貧困調査の時代を代表するのがブース（Charles Booth, 1840-1916）と
ラウントリー（Benjamin Seebohm Rowntree, 1871-1954）である。両者はいずれも大実業
家で、私費を投じて大規模な社会調査を行った。前者はロンドンを対象として、後者はイン
グランド北部の都市ヨークを対象として、19 世紀末に調査を開始した。ブースのロンドン






























 第 5 期までの福祉ないし生活状態の数量的把握の試みは、個人ないし世帯を調査単位と











GNPから控除したものをMEW（Measure of Economic Welfare）と名付けた。非貨幣的福
祉指標は国連社会開発研究所、OECD、わが国の経済企画庁などによって開発された。主観











































































































































 第 3節では、フィリプス（David Phillips）とラプレー（Mark Lapley）の研究を手がか
りとして、QOL と類似概念である幸福、満足、快・不快との関係について整理を試み、主
観的 QOL と客観的 QOL の間には、両方の QOL が高い場合（幸福で豊か）、両方の QOL
が低い場合（不幸で貧しい）、主観的 QOLが高くて客観的 QOLが低い場合（幸福だが貧し
い）、主観的 QOLが低くて客観的 QOLが高い（不幸だが豊か）という 4つのパターンがあ
ることを指摘した。 












アス（David Pearce, 1941-2005）とバービア（Edward Barbier）の持続可能な発展のモデ
ル、イェール大学とコロンビア大学が共同開発した「環境パフォーマンス指数」、そしてHDI
を組み合わせることによって、世界的な共通目標である持続可能な発展を達成するための
一助とする可能性があることを指摘した。 
 
